様式4（第2条関係）
公用封筒の無償提供に関する協定書

　長洲町（以下「甲」という。）と　　　　　　　　　　　　　　　（以下「乙」という。）とは、公用封筒の無償提供に関し、次のとおり協定を締結する。

（総則）

第1条　乙は、地域経済の振興及び行政コストの削減等を目的として、封筒に広告を掲載しようとするものを募り、公用封筒無償提供者実施要領を遵守した公用封筒（以下「封筒」という。）を作製し、甲に無償提供するものとする。
2　前項に定める目的を達成させるために、甲は、封筒を使用するものとする。

（協定期間）

第2条　封筒納品から1年間とする。（但し、残数がなくなるまで使用します。）
（広告内容）

第3条　乙は、封筒の製作に当たり、広告主又は広告内容については、「長洲町有料広告掲載に関する基本要領」による広告の掲載基準を遵守するものとする。
（封筒の作製及び使用等）

第4条　乙は、広告内容について事前に甲と協議し、甲の承諾を受けた後に作製しなければならない。
2　乙は、広告内容について、第三者からの苦情等なんらかの問題が生じた場合には、全ての責任を負うものとし、直ちに問題可決のために対応するものとする。
3　乙は、無償提供した封筒又は広告主に問題が生じた場合には、速やかに当該封筒を全面回収し、代替する封筒を提供するものとする。
4　封筒の仕様や掲載内容について変更が必要な場合には、甲乙協議のうえ対応するものとする。

（使用の一時中止）

第5条　甲は、封筒の使用中、広告主等の責めに帰する理由に基づき、その使用に不適当な事情が生じた場合には、使用の全部又は一部を中止することができる。

（権利義務の譲渡等の制限）

第6条　乙は、この協定により生ずる権利又は義務の全部若しくは一部を第三者に譲渡し、若しくは継承させ、又はその権利を担保に供してはならない。ただし、あらかじめ甲の承諾を得た場合は、この限りではない。

（補則）

第7条　この協定に関して疑義を生じた場合、又はこの協定に定めのない事項については、必要に応じて甲乙協議して定める。
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